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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影レンズを合焦のための動作範囲内で光軸方向に移動させ、そのとき撮像手段の出力
信号が示す撮影画像のコントラストに対応する合焦評価値がピーク値を取った位置に撮影
レンズを設定することによって自動焦点合わせを行う機構を備えた撮影装置の合焦位置決
定方法において、
　前記撮像手段の出力が示す撮像画像に人物の顔またはその一部を構成する部位が含まれ
るか否かを判別し、
　前記撮像画像に前記人物の顔またはその一部を構成する部位が含まれない場合は、その
撮影画像を示す画像データを、第１のカットオフ周波数以上の高周波成分のみを通過させ
る第１の高周波フィルタに通し、そこを通過した高周波成分に基づいて前記合焦評価値を
求め、
　撮像画像に前記人物の顔またはその一部を構成する部位が含まれる場合は、前記顔また
はその一部を構成する部位の画像内のサイズに基づいて被写体距離を算出するとともに、
その撮影画像を示す画像データを、前記第１のカットオフ周波数よりも低い第２のカット
オフ周波数以上の高周波成分のみを通過させる第２の高周波フィルタに通し、そこを通過
した高周波成分に基づいて未確定合焦評価値を求め、
　前記未確定合焦評価値に基づく合焦位置と算出した前記被写体距離に基づく合焦位置と
が略一致し前記未確定合焦評価値が所定の信頼限界以上であるときは、該未確定合焦評価
値をそのまま、前記人物の顔またはその一部を構成する部位が含まれる場合の前記合焦評
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価値とし、
　前記未確定合焦評価値に基づく合焦位置と算出した前記被写体距離に基づく合焦位置と
が略一致した場合であっても前記未確定合焦評価値が所定の信頼限界を下回るときは、前
記画像データを前記第１の高周波フィルタに通し、該第１の高周波フィルタを通過した高
周波成分に基づいて前記合焦評価値を求めて、それを前記人物の顔またはその一部を構成
する部位が含まれる場合の前記合焦評価値とする方法であって、
　前記人物の顔またはその一部を構成する部位のサイズが大であるほど前記第２のカット
オフ周波数を低下させることを特徴とする合焦位置決定方法。
【請求項２】
　撮影レンズを合焦のための動作範囲内で光軸方向に移動させ、そのとき撮像手段の出力
信号が示す撮影画像のコントラストに対応する合焦評価値がピーク値を取った位置に撮影
レンズを設定することによって自動焦点合わせを行う機構を備えた撮影装置において、
　前記撮影画像を示す画像データを受けて、第１のカットオフ周波数以上の高周波成分の
みを通過させる第１の高周波フィルタと、
　前記撮影画像を示す画像データを受けて、前記第１のカットオフ周波数よりも低い第２
のカットオフ周波数以上の高周波成分のみを通過させる第２の高周波フィルタと、
　前記撮像手段の出力が示す撮像画像に、人物の顔またはその一部を構成する部位が含ま
れるか否かを判別する判別手段と、
　該判別手段において前記顔またはその一部を構成する部位が含まれると判断された際に
、前記顔またはその一部を構成する部位の画像内のサイズに基づいて被写体距離を算出す
る手段と、
　前記判別手段が、前記撮像画像に前記人物の顔またはその一部を構成する部位が含まれ
ないと判別した場合は、前記画像データを前記第１の高周波フィルタに入力させる一方、
含まれると判別した場合は、前記画像データを前記第２の高周波フィルタに入力させる制
御手段と、
　前記第１または第２の高周波フィルタが出力する高周波成分に基づいて合焦評価値を求
める手段と、
　前記第２の高周波フィルタが出力する高周波成分に基づいて求められた合焦評価値が所
定の信頼限界以上であるか否かを判別し、前記合焦評価値に基づく合焦位置と算出した前
記被写体距離に基づく合焦位置とが略一致し信頼限界以上であるときは、該合焦評価値を
そのまま前記ピーク検出のために出力させる一方、前記合焦評価値に基づく合焦位置と算
出した前記被写体距離に基づく合焦位置とが略一致した場合であっても該合焦評価値が所
定の信頼限界を下回るときは、前記画像データを前記第１の高周波フィルタに入力させ、
そのとき該第１の高周波フィルタが出力する高周波成分に基づいて前記合焦評価値を求め
る手段が求めた合焦評価値を前記ピーク検出のために出力させる合焦評価値選択手段と、
　前記人物の顔またはその一部を構成する部位のサイズが大であるほど前記第２のカット
オフ周波数を低下させるフィルタ制御手段と
　を備えたことを特徴とする合焦位置決定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動焦点合わせ機構を備えたデジタルスチルカメラ等の撮影装置における合
焦位置決定方法に関するものである。
【０００２】
　また本発明は、上述のような合焦位置決定方法を実施するための装置に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００３】
　従来、デジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラ等の撮影装置において、撮影レン
ズを、所定の被写体に合焦するように合焦動作させる自動焦点合わせ（以下、「ＡＦ」と
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称する）機構が広く適用されている。この種のＡＦ機構としては、撮影装置から被写体に
赤外線を照射し、被写体で反射して撮影装置に戻って来た赤外線の角度を検出することに
よって被写体までの距離を測定して、その測定距離位置にある物体に合焦する位置に撮影
レンズを設定するようにしたいわゆるアクティブ方式のものや、撮影装置の撮像手段が出
力する画像信号を処理して合焦状態を検出し、最良の合焦状態が得られる位置に撮影レン
ズを設定するようにしたいわゆるパッシブ方式のものが知られている。
【０００４】
　上記パッシブ方式のＡＦ機構としては、像の横ズレ量から合焦状態を判別するようにし
た位相検出方式と、像のコントラストから合焦状態を判別するようにしたコントラスト検
出方式が広く知られており、例えば特許文献１には後者の方式を採用したＡＦ機構の一例
が記載されている。このコントラスト検出方式のＡＦ機構は、撮影レンズを合焦のための
動作範囲内で移動させ、そのとき撮像手段の出力信号が示す撮影画像のコントラストに対
応する合焦評価値がピーク値を取った位置に撮影レンズを設定するようにしたものである
。
【０００５】
　なお特許文献１には、上記コントラスト検出方式のＡＦを行うとともに、撮像手段が出
力する画像信号が示す被写体の特徴量（人物の顔のサイズや、両目の間の距離等）に基づ
いて撮影レンズから被写体までの距離を演算し、この演算された距離とＡＦ機構が求めた
合焦位置の双方に基づいて最終的な合焦位置を決定するようにした合焦位置決定方法も記
載されている。
【０００６】
　また特許文献２には、上記コントラストを検出するために撮影画像データを高周波フィ
ルタに通して高周波成分を抽出するようにした撮影装置において、カットオフ周波数が互
いに異なる２つの高周波フィルタを用意しておき、合焦評価値を求める際に粗サーチとそ
れに引き続く詳細サーチを行い、それら両サーチにおいて上記２つの高周波フィルタを使
い分けるようにした撮影装置が記載されている。
【特許文献１】特開２００４－３２０２８６号公報
【特許文献２】特開２００４－３２５５１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、上述したコントラスト検出方式のＡＦ機構を搭載した撮影装置でスチル写真
などを撮影する場合、撮影画像に人物のアップの顔が含まれるような場合は、ピントが外
れた画像が撮影されてしまうことがある。
【０００８】
　本発明は上記の問題点に鑑みてなされたものであり、コントラスト検出方式のＡＦ機構
を搭載した撮影装置等において、撮影画像に人物のアップの顔が含まれるような場合でも
、被写体に正しく合焦させることができる合焦位置決定方法を提供することを目的とする
。
【０００９】
　また本発明は、そのような合焦位置決定方法を実施できる合焦位置決定装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明による第１の合焦位置決定方法は、撮影画像に人物の顔等の特定の被写体が含ま
れるか否かに応じて、撮影画像のコントラストを検出するために画像データを通す高周波
フィルタとして、カットオフ周波数が異なるものを使い分けるようにしたものであり、よ
り具体的には、
　撮影レンズを合焦のための動作範囲内で光軸方向に移動させ、そのとき撮像手段の出力
信号が示す撮影画像のコントラストに対応する合焦評価値がピーク値を取った位置に撮影
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レンズを設定することによって自動焦点合わせを行う機構を備えた撮影装置において、
　前記撮像手段の出力が示す撮像画像に低コントラストの特定の被写体が含まれるか否か
を判別し、
　前記撮像画像に前記特定の被写体が含まれない場合は、その撮影画像を示す画像データ
を、第１のカットオフ周波数以上の高周波成分のみを通過させる第１の高周波フィルタに
通し、そこを通過した高周波成分に基づいて前記合焦評価値を求め、
　撮像画像に前記特定の被写体が含まれる場合は、その撮影画像を示す画像データを、前
記第１のカットオフ周波数よりも低い第２のカットオフ周波数以上の高周波成分のみを通
過させる第２の高周波フィルタに通し、そこを通過した高周波成分に基づいて前記合焦評
価値を求めることを特徴とするものである。
【００１１】
　また、本発明による第２の合焦位置決定方法は、上述のように特定の被写体が含まれる
場合に第２の高周波フィルタを通過した高周波成分に基づいて求められた合焦評価値が信
頼し得るものであるか判別し、所定の信頼限界以上である場合だけ、そのまま前記ピーク
値の検出のために供するようにしたものであり、より詳しくは、
　撮影レンズを合焦のための動作範囲内で光軸方向に移動させ、そのとき撮像手段の出力
信号が示す撮影画像のコントラストに対応する合焦評価値がピーク値を取った位置に撮影
レンズを設定することによって自動焦点合わせを行う機構を備えた撮影装置において、
　前記撮像手段の出力が示す撮像画像に低コントラストの特定の被写体が含まれるか否か
を判別し、
　前記撮像画像に前記特定の被写体が含まれない場合は、その撮影画像を示す画像データ
を、第１のカットオフ周波数以上の高周波成分のみを通過させる第１の高周波フィルタに
通し、そこを通過した高周波成分に基づいて前記合焦評価値を求め、
　撮像画像に前記特定の被写体が含まれる場合は、その撮影画像を示す画像データを、前
記第１のカットオフ周波数よりも低い第２のカットオフ周波数以上の高周波成分のみを通
過させる第２の高周波フィルタに通し、そこを通過した高周波成分に基づいて未確定合焦
評価値を求め、
　この未確定合焦評価値が所定の信頼限界以上であるときは、該未確定合焦評価値をその
まま、特定の被写体が含まれる場合の前記合焦評価値とし、
　前記未確定合焦評価値が所定の信頼限界を下回るときは、前記画像データを前記第１の
高周波フィルタに通し、該第１の高周波フィルタを通過した高周波成分に基づいて前記合
焦評価値を求めて、それを特定の被写体が含まれる場合の前記合焦評価値とすることを特
徴とするものである。
【００１２】
　なお、これらの本発明による合焦位置決定方法においては、撮像手段の出力信号から前
記特定の被写体のサイズを求め、この被写体のサイズが大であるほど前記第２のカットオ
フ周波数を低下させることが望ましい。
【００１３】
　また前記特定の被写体は、人物の顔、またはその一部を構成する部位であることが望ま
しい。
【００１４】
　他方、本発明による第１の合焦位置決定装置は、前記第１の合焦位置決定方法を実施す
るためのものであり、
　撮影レンズを合焦のための動作範囲内で光軸方向に移動させ、そのとき撮像手段の出力
信号が示す撮影画像のコントラストに対応する合焦評価値がピーク値を取った位置に撮影
レンズを設定することによって自動焦点合わせを行う機構を備えた撮影装置において、
　前記撮影画像を示す画像データを受けて、第１のカットオフ周波数以上の高周波成分の
みを通過させる第１の高周波フィルタと、
　前記撮影画像を示す画像データを受けて、前記第１のカットオフ周波数よりも低い第２
のカットオフ周波数以上の高周波成分のみを通過させる第２の高周波フィルタと、
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　前記撮像手段の出力が示す撮像画像に、低コントラストの特定の被写体が含まれるか否
かを判別する判別手段と、
　この判別手段が、撮像画像に前記特定の被写体が含まれないと判別した場合は、前記画
像データを前記第１の高周波フィルタに入力させる一方、含まれると判別した場合は、前
記画像データを前記第２の高周波フィルタに入力させる制御手段と、
　前記第１または第２の高周波フィルタが出力する高周波成分に基づいて前記合焦評価値
を求める手段とが設けられてなるものである。
【００１５】
　また、本発明による第２の合焦位置決定装置は、前記第２の合焦位置決定方法を実施す
るためのものであり、
　第１の合焦位置決定装置が有するものとそれぞれ同様の第１の高周波フィルタ、第２の
高周波フィルタ、判別手段、制御手段、および合焦評価値を求める手段に加えて、
　前記第２の高周波フィルタが出力する高周波成分に基づいて求められた合焦評価値が所
定の信頼限界以上であるか否かを判別し、信頼限界以上であるときは、該合焦評価値をそ
のまま前記ピーク検出のために出力させる一方、該合焦評価値が所定の信頼限界を下回る
ときは、前記画像データを前記第１の高周波フィルタに入力させ、そのとき該第１の高周
波フィルタが出力する高周波成分に基づいて前記合焦評価値を求める手段が求めた合焦評
価値を前記ピーク検出のために出力させる合焦評価値選択手段が設けられてなるものであ
る。
【００１６】
　なお、これらの本発明による合焦位置決定装置においては、撮像手段の出力信号から前
記特定の被写体のサイズを求め、この被写体のサイズが大であるほど前記第２のカットオ
フ周波数を低下させるフィルタ制御手段が設けられていることが望ましい。
【００１７】
　また前記判別手段は、前記特定の被写体として、人物の顔またはその一部を構成する部
位が前記撮像画像に含まれるか否かを判別するものであることが望ましい。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明者の研究によると、先に述べたピント外れの問題は、撮影画像に人物の顔等のコ
ントラストが低い被写体が含まれていると、撮影画像のコントラストに基づいて合焦評価
値のピークを求めるとき、そのピーク検出精度が低下することに起因していることが判明
した。そして本発明者は、より低コントラストの被写体を撮影する場合は、前述の高周波
フィルタとして、カットオフ周波数がより低いものを使いれば合焦評価値のピークをより
正確に検出可能となることを見出した。
【００１９】
　この新しい知見に鑑みて、本発明による第１の合焦位置決定方法は、前述した通り、撮
像手段の出力が示す撮像画像に低コントラストの特定の被写体が含まれるか否かを判別し
、撮像画像に該特定の被写体が含まれない場合は、その撮影画像を示す画像データを、第
１のカットオフ周波数以上の高周波成分のみを通過させる第１の高周波フィルタに通し、
そこを通過した高周波成分に基づいて前記合焦評価値を求め、その一方、撮像画像に前記
特定の被写体が含まれる場合は、その撮影画像を示す画像データを、前記第１のカットオ
フ周波数よりも低い第２のカットオフ周波数以上の高周波成分のみを通過させる第２の高
周波フィルタに通し、そこを通過した高周波成分に基づいて合焦評価値を求めるようにし
たので、上記特定の被写体を比較的コントラストが低い人間の顔等としておけば、合焦評
価値のピークをより正確に検出して、被写体に高精度で合焦させることが可能になる。
【００２０】
　本発明による第２の合焦位置決定方法も、基本的には上記と同様に、撮像画像に特定の
被写体が含まれない場合は第１の高周波フィルタを通過した高周波成分に基づいて、撮像
画像に特定の被写体が含まれる場合は第２の高周波フィルタを通過した高周波成分に基づ
いて合焦評価値を求めるようにしているので、上記と同様の効果を奏することができる。
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その上でさらに、撮像画像に特定の被写体が含まれる場合に求められた合焦評価値が信頼
できるものであるかどうかを判別し、信頼できない場合は、第１の高周波フィルタを通過
した高周波成分に基づいて求められた合焦評価値をピーク検出つまり撮影レンズの位置設
定に利用するようにしているので、カットオフ周波数が比較的低い第２の高周波フィルタ
を用いたことにより合焦評価値のピーク検出が不正になって合焦が不適切になることを防
止可能となる。
【００２１】
　なお、上記合焦評価値のピークを検出する精度は、一般に、人間の顔等の比較的低コン
トラストの被写体が撮影画像の中で大きな面積を占めているほど、より顕著に低下する傾
向にある。そこで、本発明の合焦位置決定方法において特に、撮像手段の出力信号から前
記特定の被写体のサイズを求め、この被写体のサイズが大であるほど第２のカットオフ周
波数を低下させるようにした場合は、コントラストが低い被写体がより大きく写っている
ために合焦精度が低下しやすいことを、第２のカットオフ周波数をより低くすることで補
償して、この場合も高い合焦精度を実現できるようになる。
【００２２】
　他方、本発明による第１の合焦位置決定装置は前述した通り、
　撮影画像を示す画像データを受けて、第１のカットオフ周波数以上の高周波成分のみを
通過させる第１の高周波フィルタと、
　前記撮影画像を示す画像データを受けて、前記第１のカットオフ周波数よりも低い第２
のカットオフ周波数以上の高周波成分のみを通過させる第２の高周波フィルタと、
　前記撮像手段の出力が示す撮像画像に、低コントラストの特定の被写体が含まれるか否
かを判別する判別手段と、
　この判別手段が、撮像画像に前記特定の被写体が含まれないと判別した場合は、前記画
像データを前記第１の高周波フィルタに入力させる一方、含まれると判別した場合は、前
記画像データを前記第２の高周波フィルタに入力させる制御手段と、
　前記第１または第２の高周波フィルタが出力する高周波成分に基づいて前記合焦評価値
を求める手段とを有しているので、前述した本発明の第１の合焦位置決定方法を実施でき
るものとなる。
【００２３】
　また、本発明による第２の合焦位置決定装置は前述した通り、第１の合焦位置決定装置
が有するものとそれぞれ同様の第１の高周波フィルタ、第２の高周波フィルタ、判別手段
、制御手段、および合焦評価値を求める手段に加えて、
　前記第２の高周波フィルタが出力する高周波成分に基づいて求められた合焦評価値が所
定の信頼限界以上であるか否かを判別し、信頼限界以上であるときは、該合焦評価値をそ
のまま前記ピーク検出のために出力させる一方、該合焦評価値が所定の信頼限界を下回る
ときは、前記画像データを前記第１の高周波フィルタに入力させ、そのとき該第１の高周
波フィルタが出力する高周波成分に基づいて前記合焦評価値を求める手段が求めた合焦評
価値を前記ピーク検出のために出力させる合焦評価値選択手段が設けられてなるものであ
るので、前述した本発明の第２の合焦位置決定方法を実施できるものとなる。
【００２４】
　また、これらの本発明による合焦位置決定装置において特に、撮像手段の出力信号から
前記特定の被写体のサイズを求め、この被写体のサイズが大であるほど前記第２のカット
オフ周波数を低下させるフィルタ制御手段が設けられている場合は、前述のようにコント
ラストが低い被写体がより大きく写っているために合焦精度が低下しやすいことを、第２
のカットオフ周波数をより低くすることで補償して、この場合も高い合焦精度を実現可能
となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２５】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を詳細に説明する。図１および図２は、本発明
の第１の実施形態による合焦位置決定方法を実施するデジタルスチルカメラ（以下、単に
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デジタルカメラという）の一例を示すものであり、それぞれ背面側から、前面側から見た
状態を示している。
【００２６】
　図１に示す通りこのデジタルカメラ１のボディ本体１０の背面には、撮影者による操作
のためのインターフェースとして、動作モードスイッチ１１、メニュー／ＯＫボタン１２
、ズーム／上下矢印レバー１３、左右矢印ボタン１４、Ｂａｃｋ（戻る）ボタン１５、表
示切替ボタン１６が設けられ、さらに撮影のためのファインダ１７および、撮影並びに再
生のための液晶モニタ１８が設けられている。またボディ本体１０の上面には、シャッタ
ーボタン１９が設けられている。
【００２７】
　また図２に示すようにボディ本体１０の前面には、撮影レンズ２０、レンズカバー２１
、電源スイッチ２２、ファインダ窓２３、フラッシュ２４、およびセルフタイマーランプ
２５が設けられている。
【００２８】
　動作モードスイッチ１１は、静止画撮影モード、動画撮影モード、再生モードの各動作
モードを切り替えるためのスライドスイッチである。メニュー／ＯＫボタン１２は、押下
することによって、撮影モード、フラッシュ発光モード、記録画素数や感度等の設定を行
うための各種メニューを液晶モニタ１８に表示させたり、液晶モニタ１８に表示されたメ
ニューに基づく選択・設定を確定させたりするためのボタンである。
【００２９】
　ズーム／上下矢印レバー１３は、上下方向に倒すことによって、撮影時は望遠／広角の
調整を行い、各種設定時は液晶モニタ１８に表示されるメニュー画面中のカーソルを上下
に移動させるためのレバーである。左右矢印ボタン１４は、各種設定時に液晶モニタ１８
に表示されるメニュー画面中のカーソルを左右に移動させるためのボタンである。
【００３０】
　Ｂａｃｋ（戻る）ボタン１５は、押下することによって各種設定操作を中止し、１つ前
の画面に戻るためのボタンである。表示切替ボタン１６は、押下することによって液晶モ
ニタ１８の表示のＯＮ／ＯＦＦ、各種ガイド表示、文字表示のＯＮ／ＯＦＦ等を切り替え
るためのボタンである。
【００３１】
　以上説明した各ボタンおよびレバーの操作によって設定された内容は、液晶モニタ１８
中の表示や、ファインダ内のランプ、スライドレバーの位置等によって確認可能となって
いる。また液晶モニタ１８は、撮影の際に被写体確認用のスルー画を表示することにより
、電子ビューファインダとして機能する他、撮影後の静止画や動画の再生表示、各種設定
メニューの表示を行う。
【００３２】
　図３は、このデジタルカメラ１の電気的構成を示すブロック図である。同図に示される
通りこのデジタルカメラ１は、撮影した画像の画像データを、一例としてＥｘｉｆ形式の
画像ファイルに変換して、本体に着脱可能な外部記録メディア７０へ記録する。画像ファ
イルには、画像データの他に付帯情報が格納される。
【００３３】
　このデジタルカメラ１には操作系として、前述の動作モードスイッチ１１、メニュー／
ＯＫボタン１２、ズーム／上下矢印レバー１３、左右矢印ボタン１４、Ｂａｃｋ（戻る）
ボタン１５、表示切替ボタン１６、シャッターボタン１９および電源スイッチ２２に加え
て、これらのスイッチ類の操作内容をＣＰＵ（中央演算装置）７５に伝えるためのインタ
ーフェース部分である操作系制御部７４が設けられている。
【００３４】
　また撮影レンズ２０を構成するものとして、フォーカスレンズ２０ａおよびズームレン
ズ２０ｂが設けられている。それらのレンズは各々、モータとモータドライバからなるフ
ォーカスレンズ駆動部５１、同様のズームレンズ駆動部５２によって駆動され、光軸方向
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に移動可能である。フォーカスレンズ駆動部５１はＡＦ処理部６２から出力されるフォー
カス駆動量データに基づいてフォーカスレンズ２０ａの移動を、そしてズームレンズ駆動
部５２はズーム／上下矢印レバー１３の操作量データに基づいてズームレンズ２０ｂの移
動を制御する。
【００３５】
　また絞り５４は、モータとモータドライバとからなる絞り駆動部５５によって駆動され
る。この絞り駆動部５５は、ＡＥ（自動露出）／ＡＷＢ（オートホワイトバランス）処理
部６３から出力される絞り値データに基づいて絞り径の調整を行う。
【００３６】
　シャッター５６はメカニカルシャッタであり、モータとモータドライバとからなるシャ
ッター駆動部５７によって駆動される。シャッター駆動部５７は、シャッターボタン１９
の押下により発生する信号と、ＡＥ／ＡＷＢ処理部６３から出力されるシャッター速度デ
ータとに応じて、シャッター５６の開閉の制御を行う。
【００３７】
　上記光学系の後方には、撮影素子であるＣＣＤ５８を有している。ＣＣＤ５８は、多数
の受光素子が２次元的に配列されてなる光電面を有しており、光学系を通過した被写体光
がこの光電面に結像し、光電変換される。光電面の前方には、各画素に光を集光するため
のマイクロレンズアレイ（図示せず）と、Ｒ，Ｇ，Ｂ各色のフィルタが規則的に配列され
てなるカラーフィルタレイ（図示せず）とが配置されている。ＣＣＤ５８は、ＣＣＤ制御
部５９から供給される垂直転送クロック及び水平転送クロックに同期して、画素毎に蓄積
された電荷を１ラインずつシリアルのアナログ画像信号として出力する。各画素において
電荷を蓄積する時間、すなわち露出時間は、ＣＣＤ制御部５９から与えられる電子シャッ
ター駆動信号によって決定される。
【００３８】
　ＣＣＤ５８が出力するアナログ画像信号は、アナログ信号処理部６０に入力される。こ
のアナログ信号処理部６０は、アナログ信号のノイズを除去する相関２重サンプリング回
路（ＣＤＳ）と、アナログ信号のゲインを調節するオートゲインコントローラ（ＡＧＣ）
と、アナログ信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄコンバータ（ＡＤＣ）とからなる。こ
のデジタル信号に変換された画像データは、画素毎にＲ，Ｇ，Ｂの濃度値を持つＣＣＤ－
ＲＡＷデータである。
【００３９】
　タイミングジェネレータ７２はタイミング信号を発生させるものであり、このタイミン
グ信号がシャッター駆動部５７、ＣＣＤ制御部５９、アナログ信号処理部６０に入力され
て、シャッターボタン１９の操作と、シャッター５６の開閉、ＣＣＤ５８の電荷の取込み
、アナログ信号処理部６０の処理の同期が取られる。フラッシュ制御部７３は、フラッシ
ュ２４の発光動作を制御する。
【００４０】
　画像入力コントローラ６１は、上記アナログ信号処理部６０から入力されたＣＣＤ－Ｒ
ＡＷデータをフレームメモリ６８に書き込む。このフレームメモリ６８は、画像データに
対して後述の各種デジタル画像処理（信号処理）を行う際に使用する作業用メモリであり
、例えば、一定周期のバスクロック信号に同期してデータ転送を行うＳＤＲＡＭ(Synchro
nous Dynamic Random Access Memory)から構成されている。
【００４１】
　表示制御部７１は、フレームメモリ６８に格納された画像データをスルー画として液晶
モニタ１８に表示させるためのものであり、輝度（Y）信号と色（C）信号を一緒にして1
つの信号としたコンポジット信号に変換して、液晶モニタ１８に出力する。スルー画は、
撮影モードが選択されている間、所定間隔で撮影される。
【００４２】
　ＡＦ処理部６２及びＡＥ／ＡＷＢ処理部６３は、プレ画像に基づいて撮影条件を決定す
る。このプレ画像とは、シャッターボタン１９が半押しされることによって発生する半押
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し信号を検出したＣＰＵ７５がＣＣＤ５８にプレ撮影を実行させた結果、フレームメモリ
６８に格納された画像データによる画像である。
【００４３】
　ＡＦ処理部６２は、上記プレ画像に基づいて焦点位置を検出し、フォーカス駆動量デー
タを出力する。本実施形態においては、焦点位置の検出方式として、ピントが合った状態
では画像のコントラストが高くなるという特徴を利用して合焦位置を検出する前述のパッ
シブ方式が適用されている。なおこの点については、後にさらに詳しく説明する。
【００４４】
　ＡＥ／ＡＷＢ処理部６３は、上記プレ画像に基づいて被写体輝度を測定し、絞り値やシ
ャッター速度等を決定し、絞り値データやシャッター速度データを出力するとともに（Ａ
Ｅ）、撮影時のホワイトバランスを自動調整する（ＡＷＢ）。
【００４５】
　画像処理部６４は、本画像の画像データに対してガンマ補正，シャープネス補正，コン
トラスト補正などの画質補正処理を施すとともに、ＣＣＤ－ＲＡＷデータを、輝度信号で
あるＹデータと、青色色差信号であるＣｂデータ及び赤色色差信号であるＣｒデータとか
らなるＹＣデータに変換するＹＣ処理を行う。この本画像とは、シャッターボタン１９が
全押しされることによって実行される本撮影においてＣＣＤ５８から取り込まれ、アナロ
グ信号処理部６０、画像入力コントローラ６１経由でフレームメモリに格納された画像デ
ータによる画像である。本画像の画素数の上限はＣＣＤ５８の画素数によって決定される
が、例えば、ファイン、ノーマルなどの設定により、記録画素数を変更することができる
。一方、スルー画やプレ画像の画素数は本画像よりも少なく、例えば、本画像の１／１６
程度の画素数で取り込まれる。
【００４６】
　圧縮／伸長処理部６７は、画像処理部６４によって補正・変換処理が行われた本画像の
データに対して、例えばＪＰＥＧなどの圧縮形式で圧縮処理を行い、画像ファイルを生成
する。この画像ファイルには、Ｅｘｉｆフォーマット等に基づいて付帯情報が格納された
タグが付加される。またこの圧縮／伸長処理部６７は、再生モードにおいては、外部記録
メディア７０から圧縮された画像ファイルを読み出し、伸長処理を行う。伸長後の画像デ
ータは液晶モニタ１８に出力される。
【００４７】
　メディア制御部６９は、外部記録メディア７０にアクセスして画像ファイルの書き込み
と読み込みの制御を行う。
【００４８】
　ＣＰＵ７５は、動作モードスイッチ１１等の操作系やＡＦ処理部６２等の各種処理部か
らの信号に応じて、デジタルカメラ１の本体各部を制御する。またデータバス７６は、画
像入力コントローラ６１、各種処理部６２～６７、フレームメモリ６８、各種制御部６９
、７１、およびＣＰＵ７５に接続されており、このデータバス７６を介してデジタル画像
データ等のやり取りが行われる。
【００４９】
　以下、上記構成のデジタルカメラ１によって撮影がなされるとき、ＣＰＵ７５によって
制御される処理について、図４を参照して説明する。なお、この撮影がなされるときＡＦ
処理部６２やＡＥ／ＡＷＢ処理部６３等が行う基本的な処理は上に説明した通りであり、
ここでは、特に各部の処理については必要の無い限り省略して、ＣＰＵ７５によって制御
される処理の流れを中心に説明する。
【００５０】
　まず図４に示すステップＰ１で処理がスタートすると、次にステップＰ２において動作
モードが撮影モードであるか再生モードであるかが判別される。ここで、動作モードスイ
ッチ１１で指定されていた動作モードが再生モードであると判別された場合、次にステッ
プＰ１２の再生処理がなされる。この再生処理は、前述のように外部記録メディア７０か
ら画像ファイルを読み出し、それが示す画像を液晶モニタ１８に出力させる処理である。



(10) JP 4516035 B2 2010.8.4

10

20

30

40

50

この再生処理が終了すると、処理の流れは後述するステップＰ１０に移行する。
【００５１】
　一方、上記ステップＰ２において動作モードが撮影モードであると判別された場合、次
にステップＰ３においてスルー画の表示がなされる。このスルー画の表示とは、前述のプ
レ画像を液晶モニタ１８に表示する処理である。次にステップＰ４において、シャッター
ボタン１９が半押しされたか否かが判別され、半押しされていない場合、処理はステップ
Ｐ３に戻る。シャッターボタンが半押しされたと判別された場合は、次にステップＰ５に
おいてＡＥ／ＡＷＢ処理部６３に露出決定の指示が出され、露出決定がなされる。
【００５２】
　次にステップＰ６においてＡＦ処理部６２にＡＦ処理の指示が出され、合焦処理がなさ
れる。なおこの合焦処理については後に詳しく説明する。合焦処理がなされると、次にス
テップＰ７において、シャッターボタン１９の半押しが解除されたか否かが判別され、解
除された場合、処理はステップＰ３に戻る。シャッターボタン１９の半押しが解除されて
いないと判別された場合は、次にステップＰ８において、シャッターボタン１９が全押し
されたか否かが判別される。シャッターボタン１９が全押しされていない場合はこのステ
ップＰ８の処理が引き続き繰り返され、シャッターボタン１９が全押しされたと判別され
た場合は、次にステップＰ９において撮影処理がなされる。
【００５３】
　撮影処理が終了すると、次にステップＰ１０において、撮影画像を液晶モニタ１８に表
示し、またその撮影画像を外部記録メディア７０に記録する処理がなされる。次にステッ
プＰ１１において、電源スイッチ２２が操作されて電源がオフにされたか否かが判別され
る。電源オフになっていない場合、処理はステップＰ２に戻って、次の画像を撮影するた
めの処理が開始される。電源オフになっている場合は、ステップＰ１３において処理が終
了する。
【００５４】
　次に、上記ステップＰ６におけるＡＦ処理部６２による合焦処理について、該ステップ
Ｐ６内の各ステップを詳しく示す図５を参照して説明する。ステップＰ２１において処理
がスタートすると、次にステップＰ２２において、プレ画像中において人間の顔を検出す
る処理がなされる。この顔検出処理としては、例えば前述の特許文献１や特開２００５－
２４２６４０号公報等に記載されている従来公知の処理を適用することができる。
【００５５】
　次にステップＰ２３において顔有り、無しの判別がなされ、顔有りと判別されなかった
場合は、次にステップＰ２７において合焦評価値が算出される。以下、この処理について
詳しく説明する。
【００５６】
　まず、フォーカスレンズ駆動部５１が、ＡＦ処理部６２から出力される駆動データに基
づいてフォーカスレンズ２０ａを、合焦のための動作範囲全域内で光軸方向に移動させる
。本実施形態においてこの合焦動作範囲（サーチ範囲）は、一例として最至近側で６０ｃ
ｍ、最遠方側で無限遠に有る物体にそれぞれ合焦させる範囲である。このようにフォーカ
スレンズ２０ａが動かされるとき、ＣＣＤ５８により前述のプレ撮影が実行され、それに
よる画像データがフレームメモリ６８に格納される。このプレ撮影はフォーカスレンズ２
０ａの所定位置毎に段階的になされ、ＡＦ処理部６２は各レンズ位置毎の撮影画像のコン
トラストに基づく合焦評価値を求める。そのためにＡＦ処理部６２は、上記プレ画像を示
す画像データをフィルタリング処理してその高周波成分を求め、該高周波成分の絶対値を
積分した値を合焦評価値とする。ここで、上述のようにして求められる、フォーカスレン
ズ２０ａの合焦動作位置毎の合焦評価値の一例を図６に示す。
【００５７】
　なおＡＦ処理部６２は、上述のようなフィルタリング処理のために、第１のカットオフ
周波数ｆ１以上の高周波成分のみを通過させる第１の高周波フィルタ（ハイパスフィルタ
）と、上記第１のカットオフ周波数ｆ１よりも低い第２のカットオフ周波数ｆ２以上でか
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つ周波数ｆ１未満の高周波成分のみを通過させる第２の高周波フィルタ（バンドパスフィ
ルタ）とを備えており、このステップＰ２７では、それらのうち第１の高周波フィルタを
用いてフィルタリング処理がなされる。
【００５８】
　次にステップＰ２８において、合焦位置の決定がなされる。ここではＡＦ処理部６２が
図６に示すような特性に基づいて、合焦評価値がピーク値を取る位置Ｌｐを補間処理等に
よって求め、その位置Ｌｐを合焦位置と決定する。
【００５９】
　なお上述の補間処理等によって合焦位置Ｌｐを決定する他、実際に求められた合焦評価
値の中で最大値を取った位置（図６の例ならば位置Ｌo）をピーク位置としたり、そのよ
うな最大値が２つ存在した場合はそれらの中でより至近側にある位置をピーク位置とする
、等の手法を採用してもよい。
【００６０】
　また、フォーカスレンズ２０ａを合焦のための動作範囲全域内で移動させることは必ず
しも必要ではなく、例えば特開２００４－４８４４６号公報に示されるような「山登り合
焦動作」を採用すれば、フォーカスレンズ２０ａを合焦のための動作範囲の中の一部で移
動させるだけで済む。そのようにすれば、合焦動作の高速化が実現される。
【００６１】
　以上のようにして合焦位置が決定したならば、次にステップＰ２９において、フォーカ
スレンズ２０ａがその合焦位置に設定される。すなわち、フォーカスレンズ駆動部５１が
ＡＦ処理部６２から出力されるフォーカス駆動量データに基づいてフォーカスレンズ２０
ａを上記合焦位置まで移動させ、その位置で停止させる。こうして合焦動作が終了すると
、次にステップＰ３０において処理の流れは最初に戻される。
【００６２】
　一方、前記ステップＰ２３においてプレ画像中に顔が有ると判別された場合は、次にス
テップＰ２４においてＡＦ処理部６２により、撮影レンズから被写体までの距離が算出さ
れる。この被写体距離の算出は、フレームメモリ６８に格納されているプレ画像を示す画
像データを利用してなされるものであり、例えばそこに撮影されている被写体の特徴量（
顔のサイズや、両目の間の距離等）がＣＣＤ５８上で何画素分に相当しているかを求め、
その画素数に基づいて上記距離が算出される。なおこのような距離の算出については前記
特許文献１に詳しい記載があり、本実施形態でも、そこに記載されている方法を適用する
ことができる。
【００６３】
　被写体距離が算出されると、次にステップＰ２５において合焦評価値が算出される。こ
の合焦評価値の算出は、基本的に前述のステップＰ２７でなされるものと同様にして行わ
れるが、この場合は前記第２の高周波フィルタを用いてフィルタリング処理がなされる。
このようにして求められる、フォーカスレンズ２０ａの合焦動作位置毎の合焦評価値の一
例を図７に黒丸で示す。
【００６４】
　プレ画像にコントラストが低い人間の顔が写されている場合、仮に上記フィルタリング
処理を、先にステップＰ２７で用いた第１の高周波フィルタを用いて行ったとすると、そ
のときの合焦評価値の分布は、基本的に図７に白丸で示すようなものとなる。すなわちそ
の場合は、例えば撮影領域の中央に顔が位置するように構図が定められて、当然顔の部分
で合焦評価値がピーク値を取る筈であるのに、顔位置から外れた位置で合焦評価値がピー
ク値を取ることが有り得る。
【００６５】
　それに対して、プレ画像に人間の顔が写されている場合には、上記フィルタリング処理
を通過帯域がより低い第２の高周波フィルタを用いて行うようにすると、そのときの合焦
評価値の分布は基本的に図７に黒丸で示すように、顔の位置で合焦評価値がピーク値を取
るようになる。そこで次のステップＰ２６において、合焦評価値がピーク値を取る位置を
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合焦位置と決定し、次にステップＰ２９においてフォーカスレンズ２０ａをその合焦位置
に設定すれば、正確に顔に合焦するようになる。
【００６６】
　なお本実施形態において、第１のカットオフ周波数ｆ１、第２のカットオフ周波数ｆ２
は各々、例えば空間周波数18（ｌｐ／ｍｍ）、5.3（ｌｐ／ｍｍ）に対応する値とされる
。カットオフ周波数ｆ１およびｆ２の値は、勿論これらの値に限られるものではないが、
その程度の値に設定すれば、上述した効果を良好に得ることが可能になる。
【００６７】
　また、本実施形態においてステップＰ２６では、上記合焦評価値がピーク値を取る位置
と、ステップＰ２４で算出された被写体距離に合焦する位置との間に大きな差異が存在し
ないかどうかが判別され、差異が存在しないことを確認した上で、合焦評価値がピーク値
を取る位置を合焦位置と決定する。
【００６８】
　以上の通りにして合焦動作が終了すると、次にステップＰ３０において処理の流れは最
初に戻される。
【００６９】
　なお、被写体の状況等によっては、合焦評価値の分布が図８に示すようになることもあ
る。つまりここでも、第１の高周波フィルタ、第２の高周波フィルタを使用した場合の合
焦評価値をそれぞれ白丸、黒丸で示してあるが、後者の場合は合焦評価値の分布に明確な
ピークが表れない上に、全体の合焦評価値が所定の信頼限界値を下回っている。それに対
して第１の高周波フィルタを使用した場合は、主被写体である顔に合焦する位置で合焦評
価値がピーク値を取るべきところ、それ以外の背景に合焦する位置で合焦評価値がピーク
値を示す。このような状況下においては、低輝度側での合焦性能を保つために、第２の高
周波フィルタは使用せずに第１の高周波フィルタを使用して、主被写体ではない背景に合
焦させるようにしてもよい。
【００７０】
　次に図９を参照して、本発明の第２の実施形態による合焦位置決定方法について説明す
る。この第２の実施形態は、上に説明した第１の実施形態とは合焦処理の一部が異なるも
のであり、図９はその合焦処理の流れを示すものである。なおこの図９において、図５中
のステップと同等のステップには同番号を付し、それらについての説明は特に必要のない
限り省略する。
【００７１】
　本実施形態においては、図５のステップＰ２５に代わるものとして、ステップＰ４０お
よび４１が設けられている。そして、ステップＰ２３で顔有りと検出された場合は、続く
ステップＰ２４において被写体距離が算出された後、上記ステップＰ４０において第２高
周波フィルタが作成される。この第２高周波フィルタは既に説明したものと基本的には同
様のものであり、該フィルタの基本構成はＡＦ処理部６２の内部メモリに記憶されている
。そしてＡＦ処理部６２は、記憶している第２高周波フィルタのカットオフ周波数ｆ２を
、ステップＰ２４で被写体距離を算出する際に検出した顔のサイズが大であるほど低くな
るように変化させて、各合焦処理毎に個別の第２高周波フィルタを作成する。
【００７２】
　次にステップＰ４１において、上述のようにして作成された第２高周波フィルタを利用
して合焦評価値が算出される。このときの合焦評価値算出処理は、使用する第２高周波フ
ィルタが異なるだけで、基本的には図５のステップＰ２５における処理と同じものである
。以上の通りにして合焦評価値が算出されると、次にステップＰ２６において、合焦評価
値のピーク値に基づいて合焦位置が決定される。この処理も、図５のステップＰ２６にお
けるものと同様である。
【００７３】
　以上述べた通り本実施形態においては、顔のサイズが大であるほど第２のカットオフ周
波数ｆ２を低下させるようにしているので、コントラストが低い顔がより大きく写ってい
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とで補償して、この場合も高い合焦精度を実現できるようになる。
【００７４】
　なお、以上説明した各実施形態においては第２の高周波フィルタとして、第１のカット
オフ周波数ｆ１よりも低い第２のカットオフ周波数ｆ２以上でかつ周波数ｆ１未満の高周
波成分のみを通過させるバンドパスフィルタを用いているが、そのようなバンドパスフィ
ルタの代わりに、第２のカットオフ周波数ｆ２以上の高周波成分のみを通過させるハイパ
スフィルタを用いても、比較的低コントラストの被写体が写されている際に合焦精度が低
下することを防止可能となる。
【００７５】
　また、以上説明した各実施形態は本発明をデジタルスチルカメラに適用したものである
が、本発明はデジタルスチルカメラに限らず、写真フィルムやビデオテープ、ビデオディ
クス等のその他の記録媒体に静止画あるいは動画を記録するようにした撮影装置全般に適
用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本発明の第１の実施形態による合焦位置決定方法を実施するデジタルスチルカメ
ラを背面側から見た斜視図
【図２】図１のカメラを前面側から見た斜視図
【図３】図１のカメラの電気的構成を示すブロック図
【図４】図１のカメラにおける撮影処理の流れを示すフロー図
【図５】図１のカメラにおける合焦処理の流れを示すフロー図
【図６】フォーカスレンズの合焦位置毎の合焦評価値の分布例を示すグラフ
【図７】フォーカスレンズの合焦位置毎の合焦評価値の分布例を、使用する高周波フィル
タが異なる場合ごとに比較して示すグラフ
【図８】フォーカスレンズの合焦位置毎の合焦評価値の別の分布例を、使用する高周波フ
ィルタが異なる場合ごとに比較して示すグラフ
【図９】本発明の第２実施形態による合焦位置決定方法における合焦処理の流れを示すフ
ロー図
【符号の説明】
【００７７】
　　　２０　　撮影レンズ
　　　２０ａ　フォーカスレンズ
　　　２４　　フラッシュ
　　　５１　　フォーカスレンズ駆動部
　　　５８　　ＣＣＤ
　　　５９　　ＣＣＤ制御部
　　　６０　　アナログ信号処理部
　　　６１　　画像入力コントローラ
　　　６２　　ＡＦ処理部
　　　７５　　ＣＰＵ
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